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WAMオンライン学習会
「地域共生社会に必要な連携とは何か？」

地域共生社会に必要な
連携のポイント

2021年12月1日 協力世界 松原明



自己紹介
1960年 大阪府生まれ

神戸大学文学部哲学科社会学専攻卒業

広告制作会社勤務後、フリーランスのコピーライター、
経営コンサルタント（事業開発、マーケティング）

1994年 シーズ・市民活動を支える制度つくる会を設立

• NPO法（特定非営利活動促進法）
• 認定NPO法人制度（税法）
• NPO法人会計基準 など
• 日本ファンドレイジング協会設立
• 千葉県、市川市等で協働制度づくりを行う

2015年 代表を退き、フリーランスに

2021年 「協力世界」を主宰 2

ネコが好き！
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始める前に、３つ注意事
項があります。
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最初にお断りしておきます。
松原は、福祉の専門家では
ありません。
NPOの専門家です。
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したがって、今日の話は、
NPOの専門家から見た、
地域共生社会づくりへのア
ドバイス、というものです。
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第二に、用語に関してです。

松原は、NPO＝市民活動団体 という

意味で使います。

法人格の有無・種類を問いません。

特定非営利活動法人を指す場合は、

NPO法人といいます。
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第三に、今日のパワポは枚数が多い（94

枚）ので、サクサクお話しします。

しかし、基本、すべてパワポに書いてあるの

で、あとで見返して分かるようにしてあります。

また、ネコが松原の代わりに話します。

質問は、Q&Aにどんどん書き入れてください。
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ところで、今日ご紹介するのは、トヨタ財団

の助成を受けて、松原が現在まとめている

「協力のテクノロジー」という手法の一部です。

「協力のテクノロジー」に関しては、来春には

本にして出版する予定です。

＊トヨタ財団様にこの場を借りて感謝申し上

げます。



9

では、スタートしましょう。



今日の話の構成

1.地域共生社会で重視される連携とは

2.連携を生む「相利」の考え方

3.各分野で進む共生社会づくり

4.「相利」を使って連携を組み立てる

10



1.地域共生社会で重視される連携とは
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まず、今日の学習会がどのような目的で

セットされたのか、をお話します。

それは、主催者のWAMさんのある想いから

出発しています。
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このWAMの想いとは、助成事業募集にあ

たり、「連携を活かした事業を実施してほし

い」と考えているのに対し、すべての提案が

そうなっているわけではない、ということにあ

ります。

そこで、学習会を開催することで、WAMの

期待をしっかり伝え、より良い連携の提案

を受けたいと考えているわけです。
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もう一つ、WAMから要望をいただいていま

す。この学習会は、地方自治体の地域共

生社会づくり担当者も多く参加するので、

その方々にも参考になるものにしてほしい、

というものです。

そこで、地方自治体にとっても有益な地域

共生社会の作り方のポイントも織り込んで

いきます。
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まず、WAMの助成の目的を確認しておき

ましょう。

WAMの2020年（令和3年度）の助成

金公募HPを見ていましょう。

https://www.wam.go.jp/hp/r3_

wamjyosei/



WAM助成の目的（HPの募集パンフから）

16

民間福祉活動を応援することで目指す

「地域共生社会」
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では、WAMは、どのような方法で「地域共

生社会」を実現しようとしているのでしょう

か？

それは、WAMの助成プログラムを見るとわ

かります。



助成プログラムの区分は２つあります

(1) 地域連携活動支援事業

地域の多様な社会資源を活用し、複数の団体が連携やネットワー

ク化を図り、社会福祉諸制度の対象外のニーズ、その他地域の様々
な福祉ニーズに対応した地域に密着した事業（同一都道府県内）

＜助成額＞
50万円～700万円

(2) 全国的・広域的ネットワーク活動支援事業

全国又は広域的な普及・充実等を図るため、複数の団体が連携や

ネットワーク化を図り、相互にノウハウを共有し、社会福祉の振興
に資する創意工夫ある事業又は社会福祉施策等を補完若しくは充実
させる事業

＜助成額＞
50万円～900万円
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WAMの助成テーマのキーワードは、「連

携」「ネットワーク化」です。

つまり、WAMは、「連携」「ネットワーク化」

（以下「連携」と略）を進めることで、地域

共生社会を作ろうとしているのです。



この「連携」は14のテーマすべてにかかります

安心につながる社会保障

1．地域共生社会の実現に資する事業

2．介護サービス提供のための多様な人材の確保等に資する事業

3．介護者への相談機能の強化・支援体制の充実に資する事業

4．介護休業・介護休暇を取得しやすい職場環境を整備する事業

5．介護と仕事の両立のための働き方改革を推進する事業

6．健康寿命の延伸や高齢者の就労機会の確保に資する事業

7．障害者、難病患者、がん患者等の活躍を支援する事業

夢をつむぐ子育て支援

8．若者の雇用安定・待遇改善に資する事業

9．妊娠・出産・育児の各段階を切れ目なく支援する事業

10．子育てを支える三世代同居・近居しやすい環境整備事業

11．子育て中も就業可能な保育サービスの充実等に資する事業

12．出産・子育て世代の働き方改革の推進に資する事業

13．教育を受けることを阻む経済事情などの制約を克服する事業

14．子育て困難家庭や子どもへの配慮・対策等を強化する事業 20
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では、どういう「連携」が求められているので

しょう。

実は、単に、一緒に事業をすればいいという

ものではありません。

WAMのホームページには次のような解説

が掲載されています。



WAM助成の特徴について（WAM・HP）

WAM助成は４つの特徴があるとされています。

特徴（1）… 連携型助成で総合的な支援を実現へ

特徴（2）… 事業評価による制度改善や団体運営の改善

特徴（3）… 時宜に応じた助成テーマの設定

特徴（4）… 常時、助成相談窓口の開設
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特徴（1）連携型助成で総合的な支援を
実現へ（解説抜粋）
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WAM助成では、地域の多様な主体の連携のハブとな
るNPOなどに助成することで、

地域での総合的な取組みを支援し、併せて、

一過性の助成金交付や課題解決に留まるだけでなく、
助成後も地域の活性化・新たな創生につながる協働関
係、ネットワーク作りの継続が維持されるような助成

を目指しています。
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また、助成事業の要件も、どのような「連携」

が求められているのか、について書かれてい

ます。



助成対象事業の要件
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他の団体と相互に連携し、

協力関係を築いて実施すること

が助成の要件。
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まとめると、WAMが求める「連携」とは、

• 短期的（一過性）の課題解決だけで

は不十分である

• 地域活性化につながるものである

• 助成事業後も継続していくものである

• 単につながるだけでなく、協力関係が作

られるものである

ものだということです。



連携には2種類ある

連携

短期的（一過性の）連携：

事業目標を達成するための連携

社会づくりの連携：

事業目標を達成することで継続的な関

係性が作られる連携

27
求められているのはこちら
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このような方向性は、政府のめざす「地域共

生社会」の在り方を踏まえたものでもありま

す。政府の「地域共生社会」に関する考え

方を確認しておきましょう。



地域共生社会とは（厚労省のHPから）
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地域共生社会とは

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関

係を超えて、

地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と

資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひ

とりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を指

しています。

https://www.mhlw.go.jp/kyouseisyakaiportal/



地域共生社会のポイントを抜き出すと

•制度・分野ごとの『縦割り』を超える

•「支え手」「受け手」という関係を超える

•地域の多様な主体が参画する

•世代や分野を超えてつながる

•地域をともに創っていく社会

30
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問題は、このような地域共生社会をつくる

連携を、具体的にどうしたらつくって行けるか、

です。

具体的な方法がよく分からないのが難しい

ところです。
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申込者のアンケートでも、連携（協力）す

るための視点や方法が知りたい、共生社会

づくりの具体例が知りたい、が8割以上を占

めています。



申込者の参加理由は
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地域の関係者と連携(協力)するための視点や方法を知りたい 55.2%

共生社会づくりの具体例を知りたい 29.1%

助成金申請や計画づくりのヒントを得たい 12.2%

助成プログラムの目的や概要を知りたい 2.6%

その他 0.8%

（選択肢からもっとも当てはまるもの一つを選択）
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そこで、ここでは、このような
連携や共生社会を作る具
体的手法の一つである「相
利評価」を事例を交えてご
紹介していきます。



2．連携を生む「相利」の考え方
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連携のポイントは、継続的な「協力関

係」の構築にあります。まず、「協力」とは

何か、を確認しておきましょう。

辞書を引くと、協力とは

「同じ目的のために力を合わせること」

とされています。
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「同じ目的のために、力を合わせる」と

いっても、いろいろなやり方があります。

このやり方に関して、松原が開発してい

る「協力のテクノロジー」という技法では、

協力を３つのタイプに分けて、整理して

います。

まずそのタイプを理解しましょう。
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協力1.0
ともに目的が同
じで、同じように
活動する

協力2.0
ともに目的が同じ
だが、主役AにBが
協力する

A

A

AB B B

C

C

C

E

協力3.0
目的は違うのだが、
同じ目標Cを達成
することで各目的
を達成

D

協力の3タイプ
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一般的には、協力1.0で組み立てられる協

力が、「よりよい協力活動」のモデルとなって

います。

つまり、全員が一丸となって（心を合わせ

て）、一つの目標達成を追求するタイプです。
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協力2.0は、ついてこい型です。

参加者は、リーダーに力を貸しますが、それ

では主体的な活動は生まれにくいのです。

当事者化と言われますが、協力2.0は、当

事者化しにくい協力のタイプです。
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協力1.0も、協力2.0も、同じ目的を共有し

ている者の協力です。同じ関心があり、目的

が一致している場合には有効です。
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しかし、今日の問題は、人々は多様化して

おり、価値観や利害関心もバラバラである

ことです。それを一丸となって、とか、心を合

わせて（認識や利害を一致させて）、とい

うのは、難しいし、むしろよくないと考えてい

ます。押し付けや全体主義となってしまう危

険性があるからです。
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社会が同じ価値観をある程度共有していた

時代とは違い、これからの協力活動は、それ

ぞれが異なる価値観を持ちながら、それぞれ

が自分の「したいこと」を実現するために協

力していける、ということが必要です。

さもないと、異なる価値観を持った多くの他

者と協力を拡げていけません。
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ここで使えるのが協力3.0のタイプです。

協力3.0のポイントは、それぞれの「したいこ

と」は違う、という前提のもとに「共有の目

標を作り、達成することで、お互いがそれぞ

れ異なる自分のしたいこと（目的）を実現

する」 を追求していきます。これを、「相利」

といいます。

「相利の開発」は、協力のテクノロジーの中

核的考え方です。



相利はもともと共生のカギ概念
生物学で言う「共生」には、いろいろありますが、地域共生社会の元と
なったのは、「相利共生」です。相利は共生の重要なカギ概念なのです。
有名なのは、ミツバチと花の関係です。この場合の「利」はお金儲けでは
なく、お互いのためになること、それぞれの「したいこと」が実現できることを
意味しています。
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では、協力3.0の具体例で
ある「地域猫活動」の事例
で相利の在り方をみてみよ
う。



地域猫活動とは
地域猫活動とは「地域の問題として飼い主のいない猫を住民やボラン
ティア、NPOなどが共同管理することで、最終的にそのような猫をなくす
ことを目標とした活動」。東京のNPO法人がはじめ、東京がモデル事業
化。その後全国に広がった。
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地域猫

NPO

保健所

地域の

人々

行政

管理人

町内会

長



地域猫活動の関係者の目的はみな違う
地域のねこ好きの人が、地域の人たちの合意を得て、餌やり、掃除、トイレ、
健康管理、不妊・去勢手術、耳にカットを入れるなど地域ネコであることの認
知普及、などの活動を行う。行政は、住民の理解促進をバックアップする。
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参加機関・者の目的はそれぞれ違う

NPO 可哀想な野良猫を救いたい

マンション住人 糞尿等の被害が困る

マンション管理人 居住者のクレームが困る

地域の人々 野良猫の迷惑被害が困る

町内会長 町内会のトラブルを増やしたくない

保健所 殺処分を減少させたい

行政 動物愛護法の遵守
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ポイントは、各関係者が、したいことはみ

なバラバラではあるが、一つのプログラム

を行うことで、それぞれのしたいことが実

現できるよう（相利が実現できるよう）

に事業が設計されている、ということです。
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この協力3.0を使う場合、関係者に協力を

依頼するには、「私の目標が善い目標なの

で、協力してほしい」ではなく、「私の目標

は、あなたの目的を達成するのに有益なの

で、協力して」と呼びかけます。

元来、協力とは相手本位なものなのです。

ここを忘れると協力は広がりません。
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こうすれば、あなたの目標に協力することで、

相手が自分の目的を達成できるようになり

ます。

自分の目的達成のために協力するので、

当然、あなたの目標は、相手の「我が事

化」になるのです。
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全国各地で、地域共生社会づくりの試み

がなされていますが、上手くいかない一番

の理由は、相手の「したいこと」を十分考慮

せず、自分たちの「正しいこと」を一方的に

押し付けたり、啓発しようとしていることにあ

ります。

相利が作れていないのです。

これは行政との協働でも同じです。
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協力をつくっていくために重要なのは、「配

慮（ケア）」です。

相手のしたいこと、困難、課題などをしっか

り考えることです。そして、どうすれば、こち

らの活動で、それが実現できるのか、解決

できるのか、を考えることです。

逆に、協力で一番やってはいけないのは、

自分の利益のために、相手を利用しようと

する行為です。
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さて、協力のテクノロジーにおいて、この相利を

開発し、評価するために、「相利評価表」という

フレームワークを使います。

＊なお、愛称を「社会的にゃんぱくと評価」とい

います。



「相利評価表」の基本形は以下のようなものです
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

NPO

関係者

関係者

…

…

…

…
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相利評価表を作るときに、大事なポイントは、

支援者も被支援者もともに「関係者」の欄に

並記していきます。

支援／被支援関係はとりません。

ともに、それぞれの「したいこと」を協力して実現

する者同士である、と捉えていきます。
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協力関係の成功は、それぞれの「したいこと」

が実現できているか、で測定します。

相利評価表の「相利」の欄にそれをいれます。

評価基準（指標）は、定量でも定性でも、

どちらの測定方法を使ってもOKです。

協力者によって、基準は当然ちがってくるので、

可能な範囲で、それぞれに最適な指標を選び

ましょう。

ただし、成果が説明できる指標を選びましょう。



地域ネコ活動での相利評価
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

NPO
可哀想なネコ
がたくさんいる

ネコの幸せ

地域猫活動

地域ネコ活動
の普及啓発

野良猫の減少

行政 法律守りたい 法律順守 活動の後ろ盾 殺処分減

町内会長 住民トラブル 町内の平和 場の設定 トラブル減

管理人 住人クレーム 家主の責任 住人への啓発 クレーム減

保健所 殺処分多い 殺処分減 住民への啓発 殺処分減

地域の人々 ネコの迷惑 迷惑減 理解と見守り 迷惑減
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この「相利評価」は、価値観が異なる多様

な主体が、より良い協力関係を作るための

活動を設計し、またそれが上手くいっている

かを評価するフレームワークです。



3．各分野で進む共生社会づくり
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今、全国のさまざまな分野で、この「相利の

開発」を通じて、それぞれの共生社会づくり

が進められています。

福祉の分野だけではありません。

まずは福祉分野以外からみていきましょう。



砂浜美術館の事例
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高知県西部の太平洋に面した黒潮町で活動するNPO法人。
それまで僻地だった地域に年間1万1千人泊を実現。
補助金、委託事業、利用料、ツアー参加費などで収入を構成。事業規模7千万円。

砂浜美術館のHPから

http://www.sunabi.com/


砂浜美術館の仕組み
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砂浜美

術館

交通事

業者

スポー

ツ団体

行政

飲食店

魚業

宿泊施

設

NPO アートを広める／地域活性化

行政 地域振興

事業者 商売繁盛

スポーツ団
体

合宿、練習の場確保

漁協 事業の存続

住民 地域活性化

参加機関・者の目的はそれぞれ違う
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東京八王子市にあるNPOフュージョン長

池の例も見てみましょう。

このNPOは、市から長池自然公園の指

定管理を任されていますが、住民参加型

運営を行っていて、公園管理の成功事

例として有名です。



八王子市から、長池公園他81の市立公園の委託管理を受けている。住民参加型運営
を行い、多様な人たちが参加。禁止看板がほとんどない公園としても有名。年間事業規
模約1億６千万円。

66

NPOフュージョン長池
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NPOフュージョン長池の相利評価表
関係者 課題 目的 活動 役割 相利

NPO ニュータウンで
人々の関係が
希薄。

誰もが幸せになれる
多様性豊かな街の
実現

公園の管理運営

公園の管理運営。
参加型プログラムの
開発提供

公園を通した一人ひ
とりの自己実現と自
治意識の向上

自治体 住民満足度の
ある公園管理が
難しい
コストがかかる

住民満足度の向上
コストカット

委託者
プログラムの協働
開発

住民満足度向上
コストカット

自治会 交流の場がない 人々がより交流でき
るようになる

お祭りの開催 住民同士のつながり
の強化

大学
小学校

教育の機会が
欲しい

学生に有益な教育
の場の提供

ボランティアプログラ
ムの開発実施

学生生活の充実
学習の向上

障がい者
団体

就労や社会参
加の場がない

社会参加の推進 就労プログラムの開
発

就労・社会参加の
場ができる

地元企
業

仕事が減ってい
る

仕事の場の増加 公園管理の仕事の
受託

事業発展と地域貢
献

大企業 社員研修の場
がほしい

社員の能力向上 研修プログラムの開
発

社員研修とCSRの
強化



68

もう一つ、海外ですが、スコットランドの

NPOフェスティバル・エジンバラの例をみて

みましょう。

フェスティバル・エジンバラでは、5年に1度、

成果評価を行い、関係者に、どのような価

値を実現しているかを明確にしています。

ここでは評価基準をみます。



フェスティバル・エジンバラ
• エジンバラ市は、スコットランドの首都。

• お祭りによる街起こしで有名。

• コロナ禍前、エディンバラで毎年8月に
開催される5つのフェスティバルには、
合わせて70カ国から25,000人以上
のアーティスト、作家、パフォーマーが
参加。開催されるイベントは5,000以
上、観客は450万人を超える。

• お祭りは、６つの団体が連携して設立
したフェスティバル・エジンバラという
NPOが運営。
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フェスティバル・エジンバラの相利性開発

フェス

ティバル

市

地域

政府

経済団

体

文化団

体

国際交

流団体

観光庁

70

スコットランド政府
スコットランドのブランドアップ
市民の誇りを生み出す

エジンバラ市 雇用創出・福祉政策

観光庁 観光振興

国際交流団体 国際交流プログラム展開

経済団体 EUからの投資拡大

文化団体 文化イベントの開催

参加機関の目的はそれぞれ違う



フェスティバルエジンバラの成果評価（例）
評価報告書（インパクト・レポート等）を見ると、フェスティバル・エジンバラは、ス
テークホルダーごとに明確に成果指標を定め、それに基づいた成果の測定をしている。

71

ステークホルダー 成果指標と成果

観光庁 • 年間450万人以上の参加者

文化団体
交流団体

• 95％の参加者がフェスティバルのプログラムに満足
• 参加者アンケートで、「92％が必見のイベント」と回答

産業団体 • 経済効果（2015）は、エディンバラで2億8000万ポンド、スコットランドで3億1300
万ポンドと測定。2010年より19％、24％の増加。

自治体 • エディンバラで5,660人、スコットランドで6,021人の新規フルタイム相当雇用を創出

国 • 参加した住民の89％が、「シビックプライドの向上」に成果があると回答
• 6万人以上をスコットランド全土に毎年送客

地域 • 地元回答者の57％が、フェスティバルは「地域社会を結びつける」イベントであると回答
• 地元回答者の75％が家族や友人と一緒に質の高い時間を過ごすことができたと回答

教育団体 • 69％の親が、フェスティバルは「子どもの幸福」の向上に有益と回答
• 市の142の中学校中138校（97％）が、フェスティバルに参加
• 先生の69％がフェスティバルは、子どもたちの創造性を伸ばしている、と回答



72

フュージョン長池やフェスティバル・エジンバ

ラは福祉分野ではありませんが、福祉を含

んだ共生社会づくりを進めています。

では、福祉分野も見てみましょう。

熊本市のNPO法人自立応援団の活動で

す。

これも、相利を使ったネットワーク化の事例

です。



熊本市で活動するNPO法人自立応援団

•熊本市北部で障がい者の就労支援
をしているNPO法人

• 2012年から障がい者の居住支援
活動も展開

•居住支援は、３つのネットワークを
作って活動展開
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自立応援団のHPから



居住支援の３つの活動（ネットワーク）

入居支援

•保険屋と契約を結び、保険料

を借主にはらってもらうことで

保証人代行をする社協等の

団体を増やしていく。そこにつ

なげる。今は３つくらい。

•保険屋に対しては、規模の拡

大を進め、商売になるようにし

ていく。

•空家バンク（行政と組んで困

窮者へ賃貸できる空家をリス

ト化しておく）も構築。

相談支援

•困窮者に対して月に1回の相

談会を開催している。自立応

援団と不動産屋。

•理解がある不動産屋を増やす。

ネットワークを増やす。100社

くらい。

•宅建協会、全日本不動産協

会、賃貸協、住宅経営者協

会がネットワークのメンバー。

情報発信

•不動産向けの研修会。障がい

者や高齢者、外国人に家を貸

すことに関する理解を促進する。

•市民向けのシンポジウム。障が

い者等が困ったらSOS言って

OK。困ったら頼ってくださいと

いうPR。
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この4年の居住支援の実績

相談者件数 対応数 紹介物件数 成約数

2016 307 463 ー 63

2017 150 780 71 25

2018 133 456 55 19

2019 143 371 54 11
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2016年は、4月に起こった熊本地震の影響で数が増えている



自立応援団の相利評価表（１）
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

自立応援団 障がい者は数が少
ないので、家を借り
られない

不動産屋が商売
となり、障がい者
が家を借りられる

居住支援活動
３つのネット
ワークを構築し、
活動展開。
・入居支援
・相談支援
・情報発信

３つのネットワーク
を動かす

障がい者が家を借り
られるようになる

障がい者福
祉団体

被支援者の家の
仲介をする力が不
足しており、家が借
りられない

家の仲介をする力
はないが、誰かが
仲介してくれれば
入居後の支援が
できるようになる

入居後の支援
（入居後の支援
がないと不動産屋
が安心して貸せな
い）

障がい者が安心して
家を借りられる

高齢者福祉
団体

高齢者が安心して
家を借りられる

母子家庭支
援団体

被支援者が、保証
人や収入、数が少
ない事で不動産屋
が取り合わない

不動産屋が積極
的に仲介してくれ
るようになる

保証人代行の仕
組みを伝え、不動
産屋とつなぐ

母子家庭が安心し
て家を借りられる

生活困窮者
支援団体

シェルターで一時
避難させ、不動産
屋とつなげる

生活困窮者が安心
して家を借りられる

外国人支援
団体

不動産屋が近隣ト
ラブルを懸念して
家が借りられない。

不動産屋が積極
的に仲介してくれ
るようになる

仲介する力はない
が、通訳ができる
ので、その支援

外国人が安心して
家を借りられるように
なる



自立応援団の相利評価表（２）
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

民児協 地域のトラブル
や専門的対応
ができない

福祉の専門団体
に相談でき、トラブ
ルを解消できる

適切な組織への連
絡。見守り活動や保
証人代行サービスな
どの普及

相談できる場所がで
き、地域のトラブル
が減る

不動産屋 空家が増えて
いるが、トラブ
ルは避けたい。
入居後のフォ
ローが心配

トラブルなく空家
が埋まればよい

対応方法を知ること
で、家主を説得して、
家を貸せるようにす
る

仲介が増え、売り上
げがあがる

自治体（建
築政策）

不動産契約の
トラブルを解消
したい。空家を
減らしたい。

空家が減り、トラ
ブルが解消され、
家が借りられない
人が減る

関連機関の連携の
バックアップ・促進。

空家が減り、被支援
者の困難が減る

保険屋 困窮者等の保
険は利益がで
ない

困窮者等への商
品が利益につなが
る

長期的視点から保
険商品を開発しても
らう

売り上げアップ
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このように、さまざまな分野で、共生社会づ

くりが進められています。

そして、それを可能にしているのが「相利の

開発」であることがお分かりいただけたでしょ

うか？
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このような相利に基づく関係構築では、「支

える／支えられる」「分野ごとの縦割り」「我

が事化」などの課題を乗り越えていけます。

つまり、地域共生社会の目指すものと一致

するわけです。



【再掲】地域共生社会のポイントを抜き出すと

•制度・分野ごとの『縦割り』を超える

•「支え手」「受け手」という関係を超える

•地域の多様な主体が参画する

•世代や分野を超えてつながる

•地域をともに創っていく社会
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では、最後に、このような相利をいか

にして開発するのか、についてお話し

いたします。

相利の開発には、基本的な手順が

あります。



4．相利を使って連携を組み立てる
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相利の開発には、５つのス
テップからなる基本手順が
あります。
相利評価表を使います。



相利開発の5ステップ

5．拡大
同じ手順で新しい協力者の相利を開発し、協力者を増やす

4．評価・改善
それぞれのしたいことができているかを評価し、改善する

3．企画・実施
双方のしたいことが実現できるように事業を設計し、実施する

2．相手のしたいことの理解
相手の課題やしたいことを理解し、相利評価表に書き込む

1．自分のしたいことの明確化
自分のしたいこと・達成したい成果を明確にし、相利評価表に書き込む
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この相利開発においては、

地域には、さまざまな関係者がいて、みな利

害関心が違う、ということが、一番重要な押

さえるべきポイントです。



重要な点は、関係者の利害がみな異なること
地域には多数の関係者がいて、それぞれの利害が異なることは、あたりまえ！
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企業

文化施設

交通機関

外国人

地主

障がい者

行政

商店NPO

福祉施設

町内会

病院

学校

保育園

子供

高齢者

その他
農林漁業
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したがって、協力してもらおうと思えば、相

手の価値に合わせて、自分たちの事業で何

ができるか、を考える必要があります。

人や組織によって、相手の求める価値は変

わってきます。



88

協力してほしい相手の課題、関心、価値を

理解するために、まずは、地域の関係者を

利害関心ごとに区分し、相利評価表に書き

込みます。そして、各関係者の価値に合わせ

て、相利を開発していくわけです。



「相利評価表」
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

NPO

関係者

関係者

…

…

…

…
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この時、相利の開発は、基本的には、

最初は少ない関係者から始めます。

事業が軌道に乗って来れば、そこで、

新しい関係者に対して、新しい相利を

開発していって、協力者を増やしていき

ます。
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フュージョン長池の公園管理は、最

初は、自治会のお祭りからスタートし

て、公園管理をベースに、多くの関係

者への相利開発をしていった事例で

す。
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地域住民の関係者ごとの価値を提供でき

れば、NPOの価値も向上します。

地域の人たちにとって、なくてはならない

NPOとなれるわけです。

こうなると、地域の人たちが、活動面だけ

でなく、資金面やそれ以外の面で、NPO

の活動に協力してくれることも増えてきます。

福祉の意義への理解も深まっていきます。

こうしていくことで、継続的な地域共生社

会ができあがっていくのです。
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松原の第一部の話はここまでです。

第二部では、さらに具体的な福祉活

動の事例を取り上げ、相利の開発と

いう視点から、連携やネットワークの

組み立て、そして、地域共生社会の

作り方を見ていくことにします。



ご清聴ありがとうございました。

質問はQ&Aでどうぞ。
今日質問しきれなかったら、いつでも松原のメールア
ドレスまで、または、facebookでご質問ください。

matsubaraakr@gmail.com
https://www.facebook.com/matsubaraakr
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釜石市社会福祉協議会・相利評価表（１／４）

95

関係者 課題 目的 活動 役割 相利

釜石市社会
福祉協議会

地域の高齢
者・生活困窮
者・障がい
者・引きこもり
等の困難を抱
えた人の社会
参加や経済
的自立ができ
る方法が少な
い。

多様な困難を抱えた
人たちが区別なく経
済的自立や社会参
加できる場ができる

林福連携による生
きがい就労事業

社協が困窮者等
をゴジョるに紹介し、
ゴジョるがその人た
ちを個人委託者と
して、森林組合が
山からとってきた間
伐材を薪に加工し、
ゴジョるに納品。ゴ
ジョると社協が協
働で、薪ユーザー
やホームセンターの
販路を開拓する

36名
年間で延べ2000
名の従事者

この事業を回す 生活困窮者等の経
済的自立や社会参
加が進む

高齢者や、
生活困窮状
態の方々

社会参加や
経済的自立
できないことで、
自己有用感
が確認できな
い

社会参加や、経済的
自立を進め、自己の
社会的存在意義を
確認できる

社協の紹介する事
業をゴジョるから受け
る

経済的自立や社会
参加の場が得られる

元漁業従事
者

震災で漁業
がしにくくなり
働く場が少な
い

林業で新しく働く場
ができる

社協の紹介する事
業をゴジョるから受け
る

新しい働く場が確保
できる



釜石市社会福祉協議会・相利評価表（2／４）
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

釜石地方森
林組合

適切な森林管
理をするために
人手が足りな
い。

林業が維持される一
般就労より安く人手
が確保できる

社協から紹介された
ゴジョるに間伐材を卸
す

安心して間伐材を販
売できることで、森林
管理がやりやすくなる

山林地権者 放置材による
山林の荒廃や
土砂くずれなど
の災害が起こ
る

荒廃を防ぎ、治山管
理ができることで山の
価値を保全するととも
に防災となる

森林組合に自分の山
の間伐材を適切に伐
採し、販売する

間伐材の販売先がで
きることで山林管理が
しやすくなる

沿岸薪ストー
ブユーザー

安価で安心し
て購入できる
薪燃料が欲し
い

安価な薪燃料の獲得 ゴジョると社協の薪を
買う

安定して薪が安価に
入手できるようになる

ホームセン
ター等

商売になる商
品が安定的に
ほしい

安価な薪商品を安定
的に仕入れられる

ゴジョると社協の薪を
仕入れる

安定的に商品である
薪が仕入れられる

ゴジョる
（薪販売会
社）

薪販売を起業
したばかりで、
商売の立ち上
がりが心配

実績を作り、信用度
の向上し、商売を軌
道に乗せる

社協の信用を受けて
商売活動を行う

商売が軌道にのる



釜石市社会福祉協議会・相利評価表（3／４）
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

行政
（生活保
護）
（保健師）
（包括支援
Ｃ）

生活保護受給
者の一般就労
先がみつから
ない
柔軟な働きが
できる中間就
労の場がほし
い

生活保護受給世帯
が保護を脱してほしい

まずは生活リズムを
整えたい

自信をもってほしい

本人の様子や特徴を
ゴジョるに伝え安定的
な活動に役立てる

生活保護受給世帯か
らの脱却が図られる

健康状態が維持され
悪化を防止する

障がい者就
労支援
（NPO社
福）

障がいをもつ
ひとの作業が
なく、工賃の支
払いが減少し
ている（コロナ
禍）

比較的軽易な作業を
行い、安定した工賃
の支払いを確保した
い

ゴジョるから仕事を受
注し、期日までの納
入する

工賃が支払われ、利
用者の生活が安定す
る

産業育成セン
ター

地域の資源で
ある木材を活
用した商品が
なく商機もない

木材を活用した商品
を開発し、商機とした
い（地場産業の活性
化）

ゴジョる・社協が参加
する地元企業との研
究会を設置

地元企業の商品開
発
コラボ機会の創出
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

労働組合
（連合）

組合員の減少

新たな取り組
みを行い組合
活動の魅力を
高めたい

何歳でも障がいが
あっても働く仲間を応
援したい
社会貢献活動を活性
化させたい

機関誌に薪販売の情
報を掲載する
加入団体において、
薪の生産、購入への
応援方法を検討する

組合活動のイメージ
を刷新する

薪を安定的に確保し
社業にも貢献する

ハローワーク 一般就労に向
いていない状
態の方の受け
入れ先が少な
い

障害認定をうけてい
ないグレーゾンの中
間就労先をみつけて
本格就労へのステッ
プとしたい

本人の様子や特徴を
ゴジョるに伝え安定的
な活動に役立てる

困窮世帯からの脱却
が図られる

健康状態が維持され
悪化防止となる
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

楽笑 障がい者とそうでな
い人が共に暮らせて
いない

共に暮らせるまちづ
くり

住民参加型障がい
者福祉サービス活
動(６つ）
• 障がい者就労
支援

• 障がい者の生
活支援

• 障がい者の居
住支援

• 高齢者の通い
の場

• 子ども食堂
• 高齢者のスマホ
教室

６つの事業の
運営

共にくらしていけるま
ちづくり

障がい者 働く場がない
社会参加の場がな
い

安心して暮らしてい
ける

上の５つに参加 就労の場、社会参加
の場の確保

自治体 地域共生社会がで
きていない

地域共生社会の実
現

市民活動のバッ
クアップと住民
への啓発

国の地域共生社会
施策への参加
地域福祉計画の目
標の達成

主婦/主夫 働く場所がない 働く場がほしい 就労施設で働く 仕事の確保（30名
弱）

子ども 居場所、安心して
遊べる場所がない

安心して遊んだり、
友達づくりができる
居場所ができる

子ども食堂への
参加

安心できる居場所が
できる

ご近所/高
齢者

近所の交流を深め
られない。
何をしていいか分か
らない。介護サービ
スは早い

集える場所ができ
て、ご近所の仲が
深まる。
生きがいづくりや通
いの場ができる。介
護予防になる

高齢者の通い
の場（マル
シェ）への運
営・参加

住民交流の活性化
いきがいづくりと介護
予防
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関係者 課題 目的 活動 役割 相利

自治会 高齢化で居場所が
ない

高齢者の居場
所ができる

高齢者の通いの場
（マルシェ）への運
営・参加

自治会の会員満足
度

PTA/子供会 少子化で保護者が
少ないので行事ごと
が負担

負担が軽減さ
れて、行事がで
きるようになる

公園掃除を障がい者
がすることで負担軽
減。公園掃除を委託
する。
子ども会やPTAと障
がい者と一緒にするイ
ベントを企画すること
で行事が継続できる

親の負担軽減と子ど
もの幸福と福祉教育

地元企業 働く人が不足してい
きている。今まで高
齢者等が内職でやっ
ていた仕事の外注先
がすくなくなっている。

外注先ができ
て、事業が円
滑に進む

楽笑さんに委託を出
す

事業が滞りなく進む


